
 

 

第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

解説 

問１  ア 

 

 

 放火した人をつかまえるのは、警察官の仕事です。 

消防の仕事は、主に火事を消す「消火活動」、体調が悪い人を病院まで運ぶ「救

急活動」、「救助活動」の３つとなります。このほかに、火災を予防するためにお

店の消火設備を確認するなどの火災を未然に防ぐ「予防活動・防災活動」があり

ます。 

 

 

問２  ウ 

 

 

 平成 23 年６月１日から、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付け

られました。住宅用火災警報器は、火災により発生する煙を自動的に感知し、警

報ブザーや音声でいち早く危険を知らせてくれます。 

 また、住宅用火災警報器の電池の寿命は 

約 10 年と言われていますので、本体に 

書かれている【製造年】や【設置年月日】 

を確認して、10 年以上経過しているよう 

なら取り替えましょう。 

 

 

 

問３  ウ 

 

 

 Net119 緊急通報システムとは、聴覚や発話等の障がいにより音声での緊急通

報が困難な方のためのサービスです。 

利用方法は、スマートフォンやフィーチャーフォン（ガラケー）からの通報と

なりますので、ノートパソコンからの通報はできません。 

 

 

 

 

 

解説 

解説 

答 

答 
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第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

 

問４  エ 

 

 

新人消防士は、全寮制の消防学校へ６か月間入校して、現場で必要な知識、技

術を身に付けます。 

また、知識、技術のみならず、消防人として不可欠な精神力と体力、社会人と

してのモラルやマナー等も養います。この期間を経て、一人前の消防士になって

いきます。 

ここで、消防学校の一日の流れをご紹介します。 

 

～消防学校の一日～ 

時 間 行 動 

６：３０ 起床、点呼、清掃 

７：２０ 朝食 

８：３０ 授業開始 

１２：００ 昼食 

１３：００ 授業開始 

１７：１５ 掃除 

１７：３０ 夕食、風呂、自習、体力向上 

２１：００ 点呼 

２３：００ 就寝 

 

 

 

問５  ア ※「ホームページ」にヒントがありました！ 

 

 

※この問題は、第２回いわき市消防本部検定のホームページの男の子のセリフ

の左側に、「反転文字」でヒントが隠されていました。 
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答 

答 
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第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

水上バイクは、水難救助時に活躍するバイクです。 

平消防署にしか配置されていないので、近くに来た際は、見学してみてはい

かがでしょうか。 

 

 

 

 

 

問６  イ 

 

 

 小型無人航空機（ドローン）は、消防本部１台、常磐消防署１台の計２台配備

されています。 

近年、ドローンの性能は目覚ましく進化し、防災の分野でも活用が期待されて

きているため、いわき市消防本部でもドローン操作員の養成や、運用技術の向上

に力を入れています。 

 

 

 

 

問７  ウ 

 

 

 「消火栓」や「防火水そう」は、消火活動に欠かすことのできない施設で、消

火に必ず必要となる水を消防隊に供給するものです。 

 違法な駐車は、一刻を争う消火活動の障がいになりますので、「消火栓」や「防

火水そう」の周りには駐車しないよう、ご協力をお願いします。 
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第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

 

問８  エ 

 

 

 選択肢の内容は、全て正しいものとなっていますが、全ての消防士は人の命を

助けることを最優先として、全力で災害に立ち向かっています。 

 そのため、日々厳しい訓練やトレーニングに臨み、人命救助に備えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９  ア 

 

 

 消防法の「危険物」は、①火災発生の危険性が大きい、②火災が発生した場合

に火災を拡大する危険性が大きい、③火災の際の消火の困難性が高いなどの性

状を有し、「液体」もしくは「固体」の物品を指します。プロパンガスは「気体」

なので、危険物ではありません。 

 

 

 

 

問 10  エ 

 

 

 119 番通報を受けるのは、消防職員の通信指令課員です。 

 消防団員は、普段は別の仕事をしていて、火事や災害が起きたときに消火活動

や救助活動を行います。地域の消防力・防災力向上に重要な役割を担っています。 
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第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

 

問 11  イ 

 

 

 「消防士」や「消防団員」は、男性の組織だと思われがちですが、女性の消防

士も団員もいます。多様化が進む 

現場において女性消防士・団員の 

活躍が求められています。 

 

 

 

 

問 12  エ ※「広報ポスター」にヒントがありました！ 

 

 

 ※この問題は、広報ポスターの 

「女の子の右胸」に消防長を示す 

階級章が付いていました。 

  

 

 

  階級章とは、身分を識別するためのバッジです。 

いわき市消防本部では、まずは「消防士」からスタートします。小学校で例

えると１年生にあたります。そこから、「消防副士長」「消防士長」「消防司令

補」「消防司令」「消防司令長」「消防監」「消防正監」とステップアップしてい

きます。 

いわき市の消防長を示す階級章は「消防正監」で、いわき市の消防職員の中

で最上位の階級です。 

 

 

問 13  エ 

 

 

 放火は、人の命に関わり、大きな損害を出すため、非常に重い罪となっていま

す。放火した者は、死刑又は無期懲役若しくは５年以上の懲役に処するとされま

す。 
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解説 
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答 

答 
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第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

 

問 14  イ 

 

 

 分団長は７つの支団本部に各４人、また47の単位分団に１人ずついますので、 

全部で 75 人となります。 【分団長】＝７×４＋47＝75 人 

 

 

 

問 15  ア ※「ホームページ」にヒントがありました！ 

 

 

 ※この問題は、第２回いわき市消防本部検定のホームページの一番下、住警器

マン（消防本部のキャラクター）のセリフの中にヒントが隠されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 しゅうれん火災は、日差しの強い昼間、あるいは夏に発生しやすいと思われが

ちですが、夕方あるいは冬に比較的多く発生することが知られています。 

これは夕方や冬の方が、昼間や夏に比べて太陽の高度が低いため、室内に太陽

光がより差し込みやすいためです。 

皆さんも、レンズの役目をしそうなものが、 

日差しの届く場所に置かれていないか、 

天気の良い日に家の内外を見回してみましょう！ 

 

 

 

問 16  イ 

 

 

 アレルギーとは、異物から人の身体を守るための仕組みである「免疫」が過剰

に働くことによって、かゆみ、くしゃみ、炎症などさまざまな症状を引き起こす
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第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

状態です。 

その中で、アナフィラキシーは、アレルギーの原因物質に触れたり、体内に取

り入れたりした後、短時間で全身にあらわれる激しい急性のアレルギー反応の

ことをいいます。 

アナフィラキシーがあらわれたときに使用し、症状の進行を一時的に緩和し

てくれる補助治療剤が「エピペン」です。 

 

 

 

 

 

問 17  ウ ※「広報ポスター」にヒントがありました！ 

 

 

 ※この問題は、広報ポスターの 

「女の子のセリフ」の中にヒント 

がありました。 

 

 

 

 韓国でも、日本と同様に「119」が消防機関に繋がる緊急通報用電話番号とな

っています。同時通話サービスがあり、日本語での通報も可能なので韓国旅行で

助けが必要となった際は、ひとまず 119 番を！ 

【韓国語】119(일일구・イルイルグ) 

 

 

 

問 18  イ ※「広報ポスター」にヒントがありました！ 

 

 

 ※この問題は、広報ポスターの「お問い合わせ」の下に小さくヒントが隠され

ていました。 
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答 

答 



 

 

第２回いわき市消防本部検定【解説】 

～ 小学６年の頂点を目指せ ～ 

 

 一般家庭のガソリン消費量の全国平均は 472Ｌで、福島県は 609Ｌ（全国 12

位）となっています。（総務省統計局より） 

 いわき市消防本部には救急自動車が14台あり、14台に給油した総燃料は約

80,000Ｌとなります。１台平均で見ると約5,700Ｌとなり、福島県の一般家庭の

約10倍相当の消費量となります。 

 

 


